
整形外科疾患の診断には、歩様検査、触診など様々な検査を行いますが、

関節の状態を可視化できる初めの検査はレントゲン検査です。

このレントゲン検査で一番重要なことは、ローテーションのないレントゲン写

真を撮影することです。ローテーションのないレントゲン写真とはどういった

ものなのか、その写真を撮影するために私が気をつけていることを中心に、

肩関節と肘関節のレントゲン写真の撮影のコツをお話させて頂きます。
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肩関節と肘関節の
　レントゲンを極める ！

次回の予定につきましてはセミナー案内にてお知らせいたします。


